
 
 

公益社団法人いわき青年会議所 2022 年度 理事長総括  

 

２０２２年度基本方針に沿って総括する。 

  

【次代の築き上げる力強い組織づくり】 

 

組織において「理念」とは組織の存在意義や使命であり、私たちが一番に大事にしていか なければならない

ものである。何のために組織が存在しているのか、自分たちは何を目的と して存在をしているのかを会員一人

ひとりが理解しなければ組織として成り立たず、さら に、入会をしても自分たちが何をしていいのかもわから

ずに、活動に参加してもらえなくな る。特に本年度は新入会員にそれらを伝えることができずに活発的に活動

をしてもらうこ とができなかった。右も左もわからない新入会員に対して所属する委員会だけでなく、紹介 者

を通じて参加する意義を伝えていかなければならない。 

 

また、私たちの理念を共感拡大さ せる取組みを行ってきたが、入会から卒業まで活動期間が短くなっている

現状で、事業や新 入会員のセミナー以外でも青年会議所の良さやこれまでの歴史を共有する場を設けること が

できれば、より会への参加意欲が高まり、自分たちの組織に誇りを持つことでき、自ら会 の良さを伝えられる

人財へと繋がったものと考えられる。 また、本年度は福島ブロック協議会の会長をはじめ多くの出向者を輩出

した年となった。 ＪＣＩいわきを代表して出向している会員に、会として全面的にバックアップをしていか な

ければならない年であったが、福島ブロック協議会の事業や各種大会において参加する 会員は出向を経験した

会員にほぼ固定化されてしまった。多くの会員の参加を促せなかっ た要因としては、出向経験がない会員に対

して出向をして何をしているのか、なぜ出向をし ているのかを伝えられず、巻き込むことができなかったこと

が考えられる。次年度以降もＪ ＣＩいわきから多くの会員が出向するが、是非とも出向者を支えられる会員の

増加と本年 度の経験と機会を活かしてＪＣＩいわきの組織力強化や自分達の活動へと繋げてもらいた いと願

っている。  

 

【未来を考えられる青少年の育成】 

 

現代社会において、わからないことがあればスマートフォンやパソコンで調べればすぐ に知ることができる。

しかし、上辺だけの情報だけでそれが真実とは限らない。物事の本質 まで理解していくためには自分たちの知

識や経験が必要となってくる。そのためには様々 なことに興味関心を持って自ら進んで理解をしようとする行

動が重要となってくる。 

 近い将来、ＡＩ等の技術により私たちの仕事や生活は大きく変わろうとしているなか、私 たちや子供たちは

何も知識や理解がないまま生活をしていくとＡＩに支配されてしまう恐 れがある。そんな時代背景のなか、本

年度は最新の技術に触れ、様々な知識や体験をしても らい子供たちの興味関心を抱くきっかけを創出する運動

を展開してきた。そして、これから の時代を生き抜いていく子供たちを明るい未来へと導いていくためには、

私たち大人も 様々な経験を積んで知識を得なければならないと考える。 

 また、子供たちの未来を考えている組織は私たちだけではないので、様々な組織や行政と も連携することで

地域全体として子供たちに夢と希望が溢れる明るい未来へと導くことが できる運動を展開していくことができ

れば、私たちが目指す「明るい豊かな社会」へと近づ いていくと確信している。 

 

【共創によるいわきの創造】 

 



新型コロナウイルス感染拡大から３年が経過した今、まちを活性化させようと様々な団 体が事業やイベント

を再開させた年となった。そして、各地でまちづくりの一環として再開 発が行われ、様々な施設の建築が行わ

れるようになり、これから様々な形でまちづくり団体 を中心にしてまちに賑わいを取り戻していくと確信をし

ているが、大事なのはそこに住み 暮らす市民の皆様が地域に想いを寄せているか、愛しているのかということ

ではないかと 考える。特にこれからの若い世代にそれがなければ地域を離れてしまい、離れても自分たち の地

域に愛がなければ帰ってこなくなってしまう恐れがあると考える。地域により想いを 寄せられるよう、若い世

代の方にまちを好きになってもらえるように本年度は市内の５団 体の各まちづくり団体と連携をして運動を展

開してきた。さらに、次年度以降もより地域を 巻き込み、そして、もっと若い世代を中心とした運動を展開し

てもらい、このいわきに住み 暮らす皆様とともに夢が溢れるいわきを創り上げてもらいたい。 

 

 各地域にある公共施設の利活用として「スポまっちいわき」の推進を昨年に引き続き各ス ポーツ団体にむけ

て運動を展開した。私たちの運動に多くのスポーツ団体に共感を得て頂 き登録をしてもらうことができたが、

公共施設を利用してもらうまでには至らなかった。し かし、本年度は新しい方向性が見つかった年であった。「ス

ポまっちいわき」をいわきのス ポーツ情報発信媒体として展開していくことだ。サイト名は変わるかもしれな

いが、「スポ まっちいわき」を見ればどんな大会を開催しているのか、どんなチームがいわきにあるのか を一

発で知ることができるサイト内容である。そして、将来的にサイトを通じていわき市外 のチームに合宿場とし

ていわきを選んでもらい、公共施設を利用してもらうことができれ ば私たちの運動へと繋がることができると

考えられ、今後の運動の展開が楽しみである。 

 

 東日本大震災から１１年、令和元年東日本台風から３年が経過しようとしている。本年度 は、災害時におけ

る協力協定を結んでいるいわき市社会福祉協議会及びいわき市と災害時 の連携を円滑にするために、顔の見え

る関係性を築き上げる取組みを行った。３月１６日に 発生した地震の対応するためにいわき市の方は参加する

ことが叶わなかったが、いわき市 社会福祉協議会とは今後は共同で事業を開催し、より市民に防災・減災に対

する啓発活動を 行っていきましょう。と、話し合うこともできより良い関係性が築き上げたと考えられる。 何

のために協定を結んでいるのか、災害が起きた時には私たちはどのように動けばよいの かを訓練する事業など

様々な形で連携をとりながら、共に市民に対する啓発を行い、私たち が経験をした辛かった災害を思い出にす

ることなく、これからを生き抜いていく子どもた ちにも教訓として残せるものにしてもらいたいと考える。 

 

 【時代に即した組織運営】 

 

２０２０年から時代は大きく変わった。集まることを許されない、何も行動しないことが 社会のためになる

という状況だ。しかし、私たちＪＣＩいわきは明るい豊かな社会を目指し 運動を展開して、活動を行ってきた。

本年度は参集して事業や会議を行えると思っていたが、 ３年が経過した今でも参集を許されない状況もあり不

安になる時期があったが、これまで の経験を活かし、ＷＥＢを使用し、事業に参加したくても参加できない会

員に向けてハイブ リッド開催をして誰も取り残さないように運動を展開してきた。そして、ＷＥＢではいつで 

もどこでも気軽に参加することができる、参集は顔を見ながら緊張感のある会議や会議外 での会員同士のコミ

ュニケーションが取ることできるなどＷＥＢの良さと参集の良さをは っきりと理解することができた年である

と感じる。これからは、参集が許されない状況は終 わりを迎えると思うが、今後どんな状況や変化にも対応す

ることができる組織であり、何よ りも会員の事を一番に思い組織を運営してもらいたいと考える。 

 

 また、私たちの運動は地域に発信していかなければ、地域から共感を得ることが出来ず、 活動をしている意

義が見出せなくなる。より地域に情報を発信していくために情報発信媒 体を公式のＳＮＳやホームページだけ

でなく、新しく地域情報発信のホームページを使用 して広く発信を行った。ＳＮＳのフォロワー数に伸びは見

られたが、ホームページや地域情 報発信のホームページの閲覧数はあまり伸びなかった。要因としてはＳＮＳ

の全体として の総登録数の増加や、登録してあれば検索をしなくても気軽に見ることができるＳＮＳに て情報



を得る方が増えたことが考えられる。常に情報は更新され、古い情報は見られなくな っている現状で常に様々

な情報を発信して、私たちの運動が地域に届かず、共感を得ること ができなくならないように新しい情報を常

に発信してもらえることを願う。 

 

 【結びに】 

 

 本年度は「希望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来を切り拓く～」のスローガンを胸 に運動を展開してき

た。 先が見えない暗い状況が続いている社会に、私たちが希望のビジョンを示して明るい豊 かな社会を創造し

ていきたい。人を想う心、地域を想う心が原動力となり未来のために行動 していきたいという願いでこのスロ

ーガンとした。 どんなに辛い状況であっても、如何なる時も下を見ることなく、常に前を向いて歩き続け てい

く姿がリーダーであり、人や地域にとっての希望となると私は考えます。そして、本年 度はどんな状況であっ

ても諦めることなく組織により良い影響を与え、地域を巻き込み運 動を展開してきたことは間違いなく地域の

希望になり、その根幹には必ず熱い想いがあり、 原動力になっていたと思う。 

 

これからもどんなに高い壁にぶつかろうとも、挫けることなく、仲間を信じて突き進んで もらいたい。 

 

 様々な機会を通じて成長し、地域により良い変化を生み出していこう。 

 

 それこそが私たちの使命である。  

 

 

公益社団法人いわき青年会議所  

第１８代理事長 松崎慎弥 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

公益社団法人いわき青年会議所 顧問年間報告 

 

 

顧問 斉藤 和治 

 

 

本年度、松崎理事長の掲げる「希望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来を切り拓く～」のスローガンの元、

顧問の職をお預かりさせて頂き、実務を伴う訳ではありませんでしたが、様々な役職経験を元に、各委員会が創

る運動のサポートをさせて頂きました。 

まずは、本年、福島ブロック協議会へブロック会長として出向させて頂いており、なかなか LOM の会議や

事業に参加が叶わず、自分自身、もどかしい気持ちを抱えながら、出来うる限りは参加をさせて頂いた中で、厳

しい意見を出す役割を演じ、過去の経験則から若い理事・役員へ事業構築の根幹である JC 運動の意味や意義を

お伝えさせて頂きました。まだ経験浅い会員が多い事もあって、全てを伝え、理解して頂くまでには至りません

でしたが、各委員会、特に委員長の皆様の成長を感じることが出来て、少しは役に立ったのではないかと思いま

す。そして、福島ブロック協議会へ出向するにあたり、JCI いわきから出向する多くの役員、出向者と共に福島

県内各地を共に歩き、様々なまちや人、そして、県内 18LOM の会員との交流を通して、多くの経験をさせて

頂きました。特に、事務局・財政局には今後の JCI いわきを背負っていくメンバーを選ばせて頂き、1 年間の

ブロック役員の要職を担うことで今後の JCI いわきの礎となれる人財へと成長してくれました。出向の機会と

は人を大きく成長させる場所なのだと改めて認識致しました。しかしながら、福島ブロック協議会初め、日本本

会、東北地区協議会が主催する事業などへの参加促進をしなければならない立場であったにも関わらず、参加す

る意義や目的を JCI いわきのメンバーへ周知することが出来ず、松崎理事長に大きな負担を背負わせてしまっ

た事は大いに反省すべきところです。「機会の提供」とは、提供する側が最大限の努力をしなければただの押し

つけになってしまう事を忘れずに、これから出向されるメンバーはその点に配慮して行動することを切に願って

おります。 

結びに、本年 1 年間は松崎理事長を初め、多くの皆様のご理解とご協力の下、福島県内のみならず、全国各

地へと行かせて頂きました。本年得た知見を JCI いわきの皆様へ還元致します事をお約束申し上げ、顧問年間

報告とさせて頂きます。1 年間ありがとうございました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 副理事長年次報告 

 

 

 副理事長 及川 昌哉 

 

 

 未来創造委員会は「未来を担う青少年が成長するための機会の創出」、「未来を担う青少年への意識醸成」、「未

来に繋ぐ地域資源の推進」の３つを念頭に活動・運動をして参りました。まずは、現代社会において技術革新が

進み、ＡＩやＩｏＴが実装され、 私たちの生活や働き方に大きな変化を与えています。我々だけでなく、未来

を生きる 子供たちもこの変わりゆく社会の中で、それぞれの価値観を見つけ、知り得た知識を活用するために、

自ら考え、行動しなくてはいけないと考え、最新の技術に触れることで、技術に対する興味関心を抱き、主体性

を育む「きっかけ」を創出しようと運動を展開してきました。９月に開催する青少年事業に向けて４月に、「最

先端の『今』に迫る！～学校は教えてくれない～」激動の４月例会を開催し、ここでは青少年を取り巻く最先端

技術の現状を学びまた体験することで、９月の青少年事業への意識を高めることができた例会となりました。そ

して９月２５日に、いわき市内の小学生を対象に「わくわくＮＥＸＴチャレンジ」と題し子供たちの持つ興味、

関心を抱く「きっかけ」を創出できるような事業を新型コロナウイルス感染症対策のもと、無事開催することが

できました。ここでは様々な最新技術を体験できる、ＤｉｇＳｐｏｒｔｓ、ＩｏＴボール、ＧｏＣｕｂｅ、ドロ

ーン、また最新ドローン展示コーナーを設置し、約３００名を超える来場者があり、多くの子供たちに、「きっ

かけ」を創出できた事業になったと考えます。この成功も我々ＪＣＩいわきメンバーをはじめ、後援や多くの協 

があってのことだと思います。次年度は更にブラッシュアップされ、多くの子供たちに体験の重要性やレジリエ

ンスを高められるような事業へ発展することを願います。 

 

２つ目に「未来に繋ぐ地域資源の推進」として公共施設の質的価値を新たに見出そうと、ＪＣＩいわきで２０

２１年７月にスポーツマッチングサイト「スポまっちいわき」を引継ぎ、１年間通して推進してきました。結果、

目標であった３０件の登録チームの増加を上回る、４０件の増加となりこれも関係諸団体へのＰＲや実際に大会

やイベント及び練習などに直接足を運び、登録を促せた結果だと考えます。このサイトを今後、スポーツに関す

る全ての情報が取得できるポータルサイトになっていくと、より公共施設の質的価値だけではなく、いわき市の

スポーツにより人や街が活性化していくと考えます。連携団体として、スポーツによる人・まちづくり推進協議

会やいわき商工会議所様などを巻き込んで連携していくことにより、当該サイトを通じて新しい、「スポーツを

きっかけとしたいわきの創造」に繋がると思います。次年度以降、視野に入れ推進していただければと考えます。 

  

最後に本年度、副理事長として１年間やってきて、様々な協議会や関係諸団体との打ち合わせなど本当に貴重

な経験をさせていただきました。どの団体もどの協議会もこの「いわき」をより良いまちにしようと考え行動し

ている姿を目の当たりにし、私自身も多くの学びを得られた年となりました。また入会して間もない委員長でし

たが本当に責任感が強く職務を全うする姿に心が打たれ、感動と感激をもらいました。そして、委員長の背中を

見て一つにまとった委員会を担当できたこと誇りに思います。これも理事をはじめ、多くのＪＣＩいわきメンバ

ーに支えられてきたからこそ、だと思います。全ての皆様に感謝申し上げ年次報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 副理事長年次報告 

 

 

 副理事長 佐藤 稔久 

 

 

 本年度組織拡大研修委員会では、理事長が掲げる基本理念『想いを繋ぐ人財による力強い「いわき」の創造』

と、スローガンである『希望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来を切り拓く～』のもとに、会員の成長を促

すための機会の創出、全会員の成長によるたくましい組織の確立、運動を支えるための組織力の強化、という３

つの運動方針に沿い外部の方の協力も得ながら委員会、そして新入会員たちと共に運動を展開してまいりました。      

 

まず、２月の例会事業として、ＪＣの理念について共有化を図るＷＥＢセミナーを行い、ＪＣ運動の根本とな

る部分について学びました。社業にも役立ち、年度初めの事業としてＪＣ活動に対しての意識向上を図ることが

できました。そして、６月例会事業では地域を牽引することができる人財を増やすことができるよう、本会公式

プログラムである「Ｅｆｅｃｔｉｖｅ Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ」のトレーナーをお招きし、リーダーシップを発

揮する方法を学びました。合わせて各個人のリーダー像を描いてもらうことで、今後のＪＣＩいわきの組織力向

上につなげることができたと考えます。さらに、１１月例会では、新入会員が創り上げる初事業として、次年度

以降を見据え交流を図り、準備段階から成長する機会をつくりました。そして、本年は公開委員会を３回実施し

ました。それぞれ外部の方々のご協力のもと、会員個々人の学びとなるようなものから、近年減少傾向である交

流 も交えながら組織全体の結束力を高めるために行いました。さらに、年間を通じ組織全体で会員拡大活動を

行い、目標には届きませんでしたが本年度入会数は１５人となりました。 

 

近年、会員数の減少や出席率低下で組織力を維持するにも困難な年が続いております。しかし、こんな時だか

らこそ基礎の部分が重要となります。今年委員会が行った事業が次年度以降の運動強化につながっていくことに

確信し、年間事業報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 
２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 副理事長年次報告 

 

 

 副理事長 熊田 哲也 

 

 

 地域連携委員会では、本年度スローガンである『希望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来 を切り拓く～』

のもと、運動方針である「市民主体のまちづくりの推進」と「災害に強いまち づくりの推進」の実現に向けて

運動を展開してまいりました。 3 月例会では、協定を締結している関係諸団体との関係構築と、会員の支援す

る側としての当 事者意識を醸成することを目的に、JCI いわきの災害組織図の内容も含めた災害に関する知識 

を習得と災害時に支援する側としての「当事者意識」を醸成するゲームを実施しました。残念 ながら、直前に

発生した地震によりいわき市危機管理部の皆様にはご参加いただくことは叶い ませんでしたが、JC 会員といわ

き市社会福祉協議会の職員の皆様が共にクイズやゲームを行う ことで楽しく交流を深めるとともに、顔の見え

る関係性の構築と意識の醸成に繋がったと考え ます。9 月例会では、危機管理意識の醸成を促すことを目的に、

危機管理の重要性を再認識す るために、コロナ禍で会員が実際に直面した危機を、実例として会員全員で共有

し、模擬記者 会見を行いました。危機に直面した際の想定や、どのような備えが必要であるかを自分ごとと し

て捉えることができました。この事業を通して平時からの備えが重要であることの認識とシ ミュレーションや

行動指針・危機対応マニュアル策定のきっかけに繋がったと考えます。  

 

 最後に、第 2 回イルミエールいわきは、昨年生まれ変わった冬の風物詩をさらに発展させるべ く、開催場所

を拡大し、いわき駅前の他に、常磐・内郷・小名浜・21 世紀の森公園の関係諸団 体の皆様と共催という形で展

開しました。第 2 回イルミエールいわきでは、いわき市民を巻き 込むために、いくつかの新しい試みを実施さ

せていただきました。いわきの逸品を返礼品とし た購入型のクライドファンディング、委員会で宣伝素材を作

成し、いわき駅前ビジョンを活用 した広告宣伝、各地の特色をイルミネーションで表現したモニュメントの設

置。こちらは高校 生を中心に新たな「映えスポット」を生み出すことができました。そして、12 月 3 日には 5 

エ リア同時点灯式をライブ中継という形で実施しました。大きなトラブルなく、いわき駅前を中 心として各地

会場をトークの掛け合いで繋ぐことで今までにないエンターテイメント要素を取 り入れた点灯式となり、市民

へ「イルミエールの魅せ方」を示すことができました。より一層 「市民の皆様と共創のまちづくり」 の推進と、

より地域の皆様から愛され、親しまれる冬の風 物詩になったと考えます。 

 

  次年度以降も防災・減災に関しては地域から選ばれる組織となるための組織力強化、イルミエ ールに関して

は今年広めた「イルミエールの輪」をさらに広めていくことで各地域の活性化に 繋げていく運動を展開するこ

とを確信し、地域連携委員会担当副理事長としての年間事業報告 とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 専務理事年次報告 

 

 

 専務理事 高橋 大吾 

 

 

本年度、松崎理事長が掲げた『想いを繋ぐ人財による力強い「いわき」の創造』と、スロ ーガンである『希

望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来を切り拓く～』のもと、組織運 営の基盤である事務局・財政局、そ

して総務広報委員会をお預かりし、いわきＪＣの業務執 行理事として１年間務めさせて頂きました。本年度は、

在籍の短期化により経験豊富な会員 が減少しているなかで、時代に即した運動を展開できるよう次代へと繋が

る強い組織づく りを目標に活動をしてまいりました。  

 

まずは、公益法人として運営の中心となる理事向けにセミナーを開催しました。公益法人 として守るべき法

律を知り、組織体の基礎に関する知識を、理事を中心に伝える事ができた と考えております。今後も法人格の

維持のため、形を変えてでも知識の継承を行って頂きた いと思います。また、スムーズな会議運営のため、ア

ジェンダシステムの事前意見と対応、 その期日管理を徹底し、会議前に様々な意見を出す事で、会議時間の短

縮を図りました。事 前意見出しについては、会議によってバラつきがあり議案のチェックに時間をかけられる 

よう、理事は各々向き合っていけるようにしてもらいたいと思います。そして、組織改革の 一環として、定款

の改訂を実施しました。JCI いわきの規模が小さくなる中で、そのサイズ 感に合わせた組織運営が出来るよう、

常任理事を廃するなどの改訂を実施し、総会にて議決 頂きました。これからの組織運営に対して一定の貢献が

出来たものと自負しております。ま た、公益事業比率の維持をはじめとして、キャッシュフローの計算、未回

収会費の積極的な 回収など、適切な財務運営に努めました。そして、福島ブロック協議会をはじめとする関係 団

体との連携について、連絡調整を行いながら、会員の皆様に参加してもらえるように情報 を共有させて頂きま

した。JCI いわきとして日本本会や福島ブロック協議会との連携は必 要不可欠であり、重要な事となりますの

でこれからも、会員が関われるように運営をしてく ださい。 

 

 最後に、専務理事を務めていくなかで、今まで自分が意識してこなかったガナナンスの意 義、事務局・財政

局といった影から組織を支える部門の重要性を、強く認識する事になりま した。その学びを今後のＪＣ運動や

ＪＣ活動に活かしていきたいと考えます。そして、今日 まで支えて頂いた会員の皆様に多大なる感謝を申し上

げ専務理事年間報告をさせて頂きま す。１年間、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 常任理事長年次報告 

 

 

 常任理事長 松原 兼宏 

 

 

 本年度は松崎理事長の掲げる「想いを繋ぐ人財による力強いいわきの創造」の基本理念と「希 望溢れるいわ

きを創造しよう～想いが未来を切り拓く～」のスローガンのもと出向特別室担当 常任理事として、福島ブロッ

ク協議会へ出向いたしました。 

  

 WEB 配信ではありましたが２月の新春のつどい、そして福島ブロック協議会最大の運動発信の 場である第

５２回福島ブロック大会 in 二本松、１１月に行いました福島ブロックの事業報告 会・卒業式をはじめ、各種

大会、様々な LOM 支援の場で松崎理事長はじめメンバーの皆様に 多大なるご協力をいただきましたこと、誠

にありがとうございました。 福島ブロック協議会会長の輩出に伴い、私を含め多くのメンバーが出向の機会に

恵まれました。  

 

 私自身初めて出向させていただきましたが、県内外様々な方と知り合い新たな刺激を得られた こと、様々な

事業に参加し新しい学びや気づきを得られたことは、出向なくしてはありえませ んでした。また、他の LOM を

知ることでいわき青年会議所の魅力に改めて気づけたり、逆に 取り入れるべきことなどにも気づくことが出来

ました。   

 

 この経験をＬＯＭメンバーに余すことなくお伝えし、出向に対して前向きなＬＯＭとなるよう 尽力していき

たいと思います。  

 

 最後となりますが、この貴重な機会を与えていただきました松崎理事長はじめ、出向での活動 を支えてくれ

たメンバーの皆様に心より感謝いたします。１年間ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

２０２２年度 公益社団法人いわき青年会議所 常任理事長年次報告 

 

 

 常任理事長 小野 卓也 

 

 

本年度いわき青年会議所では、松崎理事長の掲げる「想いを繋ぐ人財による力強いいわきの 創造」の基本理

念、そして、「希望溢れるいわきを創造しよう～想いが未来を切り拓く～」のス ローガンのもと、総務広報委員

会担当常任理事として活動いたしました。  

 

まず、新年会を計画しておりましたが、新型コロナウイルスの感染拡大により現地開催が困 難となり動画配

信及び冊子による活動報告、運動方針発表、役員お披露目を行いました。そし て、年間を通して広報を行いま

した。本年度はホームページ、Instagram、Twitter、Facebook の他に、ぐるっといわきと連携をして、事業、

例会の広報を行いました。また、5 月例会では、 メディアを活用した広報活動として、パブリックリレーショ

ンズ協会より鈴木孝徳講師をお招 きし、PR（パブリックリレーションズ）について勉強をいたしました。そし

て、昭和 57 年組 11 名の卒業式、感謝ナイトをいわきワシントンホテルにて、実地開催をいたしました。 

 

 式典の新年会については WEB を用いて、運動方針等を効果的に発信でき、ノウハウの蓄積 もできたと考

えます。卒業式・感謝ナイトについては、リハーサル・準備を入念に行った結果、 大きな問題もなく卒業生を

送り出せたと考えます。また、広報活動では、ぐるっといわきと連 携をして JCI いわきを発信しておりました

が、目標であったフォロー数には及ばず、課題が残 りました。 

 

 新任の委員長を始めとした委員会と共に活動をさせていただき、委員長の努力の元、最後は 委員会一丸とな

ることができ、1 年の活動を終えることができました。委員会、そして JCI い わきメンバー皆さまに感謝を申

し上げ、私の年次報告とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 
 

 



 

 


